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３月定例会を開催
29日間で32議案を審議

発行：田川市議会　　編集：田川市議会広報委員会
No.216令和４年６月１日

議会のおしらせ No.216 1 議会のおしらせ No.216 12

田川市議会

　議会で議案を審議する際には、その資料として、たくさんの紙文書が配付されます。
　その膨大な紙文書を電子データ化し、タブレット端末などを使うことによって、紙の使用量を減
らすとともに、見たい資料を簡単に探して、いつでも見ることができるようになり、効率的な審議
に役立つことが期待されます。
　田川市議会では、議会資料のペーパーレス化が、予算の削減や事務負担の軽減にもつながると考
え、今後も議論を重ね、効率的でより良い議会運営を目指していきます。

議会資料の
ペーパーレス化を
検討中!

たくさんある資料が… タブレット端末 1台で！

(※導入後の活用イメージ )

田川市ホームページから田川市議会のホームページへ
左側の中ほどから

◀操作は簡単
インターネット上で「田川市議会」
と検索したり、下の二次元コード
を読み込んだりすることで、簡単
に見ることができます。
市議会ホームページでは、議会日
程、会議録、議会広報紙、議会イ
ンターネット中継などの情報を掲
載しています。
田川市議会 検索

▶生中継と録画中継
本会議・委員会の開催時に、生中継
を見ることができます。また、録
画中継は、原則としてその日のう
ちに、視聴できるようにしていま
す。ぜひ、ご覧ください。
議会インターネット中継
田川市 検索
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議決結果議決結果議決結果賛否が分かれた案件 〇：賛成　 ×：反対　 欠：欠席

議会のおしらせ No.216 3 議会のおしらせ No.216 2

［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

３月定例会
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件　　　　　名 議決結果付託委員会

※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。小林議員（緑友会）は議長であるため、採決に加わっていません。
※会派名：令和＝令和クラブ、社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、緑友＝緑友会

会派名

案　件

議員名

令和 緑友社民党 孔志会 共産党 清風会 新風会公明改革クラブ

　　

北
　
山

髙
　
瀬

香
　
月

吉
　
岡

白
　
石
　

陸
　
田

石
　
松

佐
　
藤

佐
々
木

加
　
藤

尾
　
﨑

柿
　
田

梅
　
林

松
　
岡

田
　
守

梶
　
原

原
　
田
村
　
上

今
　
村

梶
　
原
梶
　
原

          【議案第１号】
令和３年度田川市一般会計補
正予算

    【委員会提出議案第6号】
安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民
の命と健康を守るための意見書について

         【議案第13号】
田川市職員の給与に関する条
例等の一部改正について

          【陳情第５号】
田川バイオマス発電所建設設
置反対に関する陳情

          【議案第８号】
令和４年度田川市後期高齢者
医療特別会計予算

          【議案第６号】
令和４年度田川市一般会計予
算

          【議案第６号】
令和４年度田川市一般会計予
算（修正案）

          【議案第６号】
令和４年度田川市一般会計予
算（修正案）

賛
　
　
成

反
　
　
対

議案
番号

総文・厚生・建経
厚　生
厚　生
厚　生
厚　生

総文・厚生・建経
厚　生
厚　生
厚　生
厚　生
建　経
厚　生
総　文
総　文

総　文

総　文

厚　生

厚　生

厚　生
建　経
建　経
建　経
総　文
建　経
総　文
厚　生

－

－

厚　生

建　経

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

承　認

原案可決

市 長 提 出 議 案

陳 　 情

議 員 提 出 議 案

委 員 会 提 出 議 案

報 　 告

令和３年度田川市一般会計補正予算
令和３年度田川市国民健康保険特別会計補正予算
令和３年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算
令和３年度田川市急患医療特別会計補正予算
令和３年度田川市病院事業会計補正予算
令和４年度田川市一般会計予算
令和４年度田川市国民健康保険特別会計予算
令和４年度田川市後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度田川市急患医療特別会計予算
令和４年度田川市住宅新築資金等貸付特別会計予算
令和４年度田川市等三線沿線地域交通体系整備事業基金特別会計予算
令和４年度田川市病院事業会計予算
田川市職員の給与に関する条例等の一部改正について
田川市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
田川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について
田川市消防団条例の一部改正について
田川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について
田川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について
田川市国民健康保険税条例の一部改正について
田川市企業の誘致及び育成に関する条例の全部改正について
田川市市民体験農園条例の廃止について
田川市市営住宅管理条例の一部改正について
田川市体育施設条例の一部改正について
市道路線の認定について
指定管理者の指定について
田川市子どもの権利条例の制定について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第１号　令和3年度田川市一般会計補正予算］

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民の命と健康を守るための意見書について

ロシアのウクライナ侵攻に強く抗議し、即時撤退を求める決議について
台湾の世界保健機関（WHO）への参加を求める意見書について

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民の命と健康を守るための
意見書の提出に関する陳情
田川バイオマス発電所建設設置反対に関する陳情

詳しくは４～６ページ

詳しくは６ページ

詳しくは４ページ

６月定例会は、６月14日（火）開会
一般質問は、６月16日（木）・17日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

◎感染症対策のため、本会議・委員会の傍聴は、自粛をお願いしています。
　インターネット中継や録画映像の配信をご利用ください。
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          【陳情第４号】
安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民の命
と健康を守るための意見書の提出に関する陳情

21
22

原案可決
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果
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［提出：梶原、賛成：北山］予算のうち、中学生海外派遣関連経費及び一般廃棄物処理業務委託料を削減する修正案

［提出：香月、賛成：石松］予算のうち、一般廃棄物処理業務委託料を削減する修正案
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議会のおしらせ No.216 3 議会のおしらせ No.216 2

［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会
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件　　　　　名 議決結果付託委員会

※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。小林議員（緑友会）は議長であるため、採決に加わっていません。
※会派名：令和＝令和クラブ、社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、緑友＝緑友会

会派名

案　件

議員名

令和 緑友社民党 孔志会 共産党 清風会 新風会公明改革クラブ
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          【議案第１号】
令和３年度田川市一般会計補
正予算

    【委員会提出議案第6号】
安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民
の命と健康を守るための意見書について

         【議案第13号】
田川市職員の給与に関する条
例等の一部改正について

          【陳情第５号】
田川バイオマス発電所建設設
置反対に関する陳情

          【議案第８号】
令和４年度田川市後期高齢者
医療特別会計予算

          【議案第６号】
令和４年度田川市一般会計予
算

          【議案第６号】
令和４年度田川市一般会計予
算（修正案）

          【議案第６号】
令和４年度田川市一般会計予
算（修正案）
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対

議案
番号

総文・厚生・建経
厚　生
厚　生
厚　生
厚　生

総文・厚生・建経
厚　生
厚　生
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厚　生
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総　文
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厚　生
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建　経
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総　文
建　経
総　文
厚　生
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厚　生

建　経

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

承　認

原案可決

市 長 提 出 議 案

陳 　 情

議 員 提 出 議 案

委 員 会 提 出 議 案

報 　 告

令和３年度田川市一般会計補正予算
令和３年度田川市国民健康保険特別会計補正予算
令和３年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算
令和３年度田川市急患医療特別会計補正予算
令和３年度田川市病院事業会計補正予算
令和４年度田川市一般会計予算
令和４年度田川市国民健康保険特別会計予算
令和４年度田川市後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度田川市急患医療特別会計予算
令和４年度田川市住宅新築資金等貸付特別会計予算
令和４年度田川市等三線沿線地域交通体系整備事業基金特別会計予算
令和４年度田川市病院事業会計予算
田川市職員の給与に関する条例等の一部改正について
田川市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
田川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について
田川市消防団条例の一部改正について
田川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について
田川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について
田川市国民健康保険税条例の一部改正について
田川市企業の誘致及び育成に関する条例の全部改正について
田川市市民体験農園条例の廃止について
田川市市営住宅管理条例の一部改正について
田川市体育施設条例の一部改正について
市道路線の認定について
指定管理者の指定について
田川市子どもの権利条例の制定について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第１号　令和3年度田川市一般会計補正予算］

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民の命と健康を守るための意見書について

ロシアのウクライナ侵攻に強く抗議し、即時撤退を求める決議について
台湾の世界保健機関（WHO）への参加を求める意見書について

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民の命と健康を守るための
意見書の提出に関する陳情
田川バイオマス発電所建設設置反対に関する陳情

詳しくは４～６ページ

詳しくは６ページ

詳しくは４ページ

６月定例会は、６月14日（火）開会
一般質問は、６月16日（木）・17日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

◎感染症対策のため、本会議・委員会の傍聴は、自粛をお願いしています。
　インターネット中継や録画映像の配信をご利用ください。
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          【陳情第４号】
安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民の命
と健康を守るための意見書の提出に関する陳情
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［提出：梶原、賛成：北山］予算のうち、中学生海外派遣関連経費及び一般廃棄物処理業務委託料を削減する修正案

［提出：香月、賛成：石松］予算のうち、一般廃棄物処理業務委託料を削減する修正案
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令和３年度一般会計補正予算　常任委員会の主な審査内容
　３月補正予算では、決算見込に基づき、使う予定がない予算が減額され、新たに予算措置が必要となっ
た事業が計上されました。歳入歳出とも７億1,607万４千円を減額し、予算総額は357億4,004万８千円
となりました。委員会における審査内容の一部を紹介します。

令和4年度一般会計予算　常任委員会の主な審査内容
　令和４年度の一般会計予算総額は、313億6,142万円で、前年度と比べ約17億円の減額となってい
ます。各委員会における審査内容の一部を紹介します。

厚生委員会 所属議員：佐藤、白石、今村、香月、尾﨑、北山、加藤

ここに注目

659万２千円
DX推進事業費

ここに注目

委員会の映像➡

田川市デジタル・トランスフォーメーション推進方針に基づき、デジタル社会の構築に向けた取組を
推進。「ドローン講習」やデジタルに不慣れな高齢者などを対象とした「スマホ講座」などを開催。

可燃ごみをA・B工区、缶ビン・不燃ごみをC工区の計３工区に分け、それぞれ収集運搬業務委託を契
約済（業務期間：令和４～８年度）。今回、そのうちの令和４年度分の委託料が計上されたもの。

724万５千円

総務文教委員会 所属議員：村上、梶原、小林、柿田、原田、佐々木、梅林

保育所運営委託事業費
ここに注目

委員会の映像➡

保育士の賃金を改善する民間保育所に対し、必要な費用を補助するもの。

要　望

住民サービスを向上させるため、従来からデジタル化
に取り組む必要があったが、今であれば国の手厚い支
援が受けられることから、この機を逃さずに積極的に
デジタル化を推進してほしい。

令和４年２月から９月までの間、保育士の賃金を月額9,000円程度改善する保育所に対して補助します。
今回の補正予算では、そのうちの２月分と３月分を対象として計上されました。

4,000万円

建設経済委員会 所属議員：陸田、田守、吉岡、石松、松岡、髙瀬

ここに注目

委員会の映像➡

6,000万円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた、家計の支援と地域経済の下支えを行う。「たがわ元気再
生振興券」（30％分プレミアム付与）と市内飲食店（テイクアウトを含む。）向けの「飲食店対応プ
レミアム食事券」（50％分プレミアム付与）を発行。

質　疑 答　弁

ドローン講習等開催委託料の内容は、
どのようなものか？

ドローンは、まだ市民にとって身近
な存在ではないため、正しい知識を
習得するための操縦体験や講習会等
の開催を予定している。

田川商工会議所の事務が増え大変だと思うが、飲食店
対応プレミアム食事券が購入者にとって利用しやすい
ようにしてほしい。

質　疑 答　弁

飲食店対応プレミアム食事券の使用
期限を延ばしてほしいとの要望があ
がっていたが、どう対応するのか？

期限の延長については、田川商工会
議所と最大限の使用期間を取りたい
ということで検討している。

意　見

この予算審査に際して、契約の相手方が公表され
たが、それまで公表しなかったことは問題。また、
プロポーザルの結果、交渉権第１位となった業者
と実際の契約の相手方が変わるのであれば、プロ
ポーザルをする意味がないため、この契約は問題
があるのではないか。

意　見

事前に作成した実施要領により実施されたプロポ
ーザルの結果に基づいて、契約したものであり、
特に問題はない。

質　疑 答　弁

業者選定に係るプロポーザル（企画
提案）の結果、交渉権第１位になっ
た者と実際の契約の相手方が異なる
工区があるのはなぜか？

①交渉権第１位の者と契約に向けて
協議し、協議が整わなかった場合は、
次点の者と協議する、②可燃ごみの
ＡとＢ工区のみ同一の者と契約でき
る、③Ａ又はＢ工区の契約をした者
が有するＣ工区の交渉権は失効する、
ことなどをプロポーザル実施要領に
規定している。
今回、ＡとＢ工区の交渉権第１位と
なった者が同一となりＡ工区を辞退
し、Ｂ工区のみ契約。Ａ工区は第２位
の者と契約した。このことにより、
Ａ工区の契約者が有していたＣ工区
の第１位の交渉権が失効したため、
Ｃ工区は第２位の者と契約した。

3,118万８千円
小学校DX推進事業費

ここに注目

コンピューターを活用した学習環境を整備し、児童・教職員のICT活用能力を育成。
授業支援や校内研修等を行い、教職員等をサポートするICT支援員の配置などを実施。

質　疑 答　弁

小学校低学年の児童に対しては、
ICT機器だけでなく、紙を利用した
学習をより重要視すべきでないか？

ICT機器を使用することが目的では
ない。基本的な「読む」、「書く」の重
要な学習はしっかり行い、ICT機器
を有効活用し、紙と使い分けていく。

厚生委員会

たがわ元気再生振興券発行助成事業費

飲食店応援事業費

本会議における令和４年度一般会計予算の審議については、６ページに記載しています。

要　望

1億2,306万９千円
一般廃棄物処理業務委託料

広報たがわ
R4. ６月号
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令和３年度一般会計補正予算　常任委員会の主な審査内容
　３月補正予算では、決算見込に基づき、使う予定がない予算が減額され、新たに予算措置が必要となっ
た事業が計上されました。歳入歳出とも７億1,607万４千円を減額し、予算総額は357億4,004万８千円
となりました。委員会における審査内容の一部を紹介します。

令和4年度一般会計予算　常任委員会の主な審査内容
　令和４年度の一般会計予算総額は、313億6,142万円で、前年度と比べ約17億円の減額となってい
ます。各委員会における審査内容の一部を紹介します。

厚生委員会 所属議員：佐藤、白石、今村、香月、尾﨑、北山、加藤

ここに注目

659万２千円
DX推進事業費

ここに注目

委員会の映像➡

田川市デジタル・トランスフォーメーション推進方針に基づき、デジタル社会の構築に向けた取組を
推進。「ドローン講習」やデジタルに不慣れな高齢者などを対象とした「スマホ講座」などを開催。

可燃ごみをA・B工区、缶ビン・不燃ごみをC工区の計３工区に分け、それぞれ収集運搬業務委託を契
約済（業務期間：令和４～８年度）。今回、そのうちの令和４年度分の委託料が計上されたもの。

724万５千円

総務文教委員会 所属議員：村上、梶原、小林、柿田、原田、佐々木、梅林

保育所運営委託事業費
ここに注目

委員会の映像➡

保育士の賃金を改善する民間保育所に対し、必要な費用を補助するもの。

要　望

住民サービスを向上させるため、従来からデジタル化
に取り組む必要があったが、今であれば国の手厚い支
援が受けられることから、この機を逃さずに積極的に
デジタル化を推進してほしい。

令和４年２月から９月までの間、保育士の賃金を月額9,000円程度改善する保育所に対して補助します。
今回の補正予算では、そのうちの２月分と３月分を対象として計上されました。

4,000万円

建設経済委員会 所属議員：陸田、田守、吉岡、石松、松岡、髙瀬

ここに注目

委員会の映像➡

6,000万円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた、家計の支援と地域経済の下支えを行う。「たがわ元気再
生振興券」（30％分プレミアム付与）と市内飲食店（テイクアウトを含む。）向けの「飲食店対応プ
レミアム食事券」（50％分プレミアム付与）を発行。

質　疑 答　弁

ドローン講習等開催委託料の内容は、
どのようなものか？

ドローンは、まだ市民にとって身近
な存在ではないため、正しい知識を
習得するための操縦体験や講習会等
の開催を予定している。

田川商工会議所の事務が増え大変だと思うが、飲食店
対応プレミアム食事券が購入者にとって利用しやすい
ようにしてほしい。

質　疑 答　弁

飲食店対応プレミアム食事券の使用
期限を延ばしてほしいとの要望があ
がっていたが、どう対応するのか？

期限の延長については、田川商工会
議所と最大限の使用期間を取りたい
ということで検討している。

意　見

この予算審査に際して、契約の相手方が公表され
たが、それまで公表しなかったことは問題。また、
プロポーザルの結果、交渉権第１位となった業者
と実際の契約の相手方が変わるのであれば、プロ
ポーザルをする意味がないため、この契約は問題
があるのではないか。

意　見

事前に作成した実施要領により実施されたプロポ
ーザルの結果に基づいて、契約したものであり、
特に問題はない。

質　疑 答　弁

業者選定に係るプロポーザル（企画
提案）の結果、交渉権第１位になっ
た者と実際の契約の相手方が異なる
工区があるのはなぜか？

①交渉権第１位の者と契約に向けて
協議し、協議が整わなかった場合は、
次点の者と協議する、②可燃ごみの
ＡとＢ工区のみ同一の者と契約でき
る、③Ａ又はＢ工区の契約をした者
が有するＣ工区の交渉権は失効する、
ことなどをプロポーザル実施要領に
規定している。
今回、ＡとＢ工区の交渉権第１位と
なった者が同一となりＡ工区を辞退
し、Ｂ工区のみ契約。Ａ工区は第２位
の者と契約した。このことにより、
Ａ工区の契約者が有していたＣ工区
の第１位の交渉権が失効したため、
Ｃ工区は第２位の者と契約した。

3,118万８千円
小学校DX推進事業費

ここに注目

コンピューターを活用した学習環境を整備し、児童・教職員のICT活用能力を育成。
授業支援や校内研修等を行い、教職員等をサポートするICT支援員の配置などを実施。

質　疑 答　弁

小学校低学年の児童に対しては、
ICT機器だけでなく、紙を利用した
学習をより重要視すべきでないか？

ICT機器を使用することが目的では
ない。基本的な「読む」、「書く」の重
要な学習はしっかり行い、ICT機器
を有効活用し、紙と使い分けていく。

厚生委員会

たがわ元気再生振興券発行助成事業費

飲食店応援事業費

本会議における令和４年度一般会計予算の審議については、６ページに記載しています。

要　望

1億2,306万９千円
一般廃棄物処理業務委託料
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【修正案①】　一般会計予算のうち、国際交流推進事業費にかかる53万９千円と一般廃棄物処理業
務委託料にかかる１億2,306万9千円を減額する。

▷令和５年度から予定されている中学生海外派遣事業は、希望者多数の場合、全員が参加できず不
公平感がある。また、小・中学校で英語教育が行われている中、派遣先が英語圏ではなくドイツ
であることに整合性がない。
▷一般廃棄物処理業務委託の契約業者名の非開示処分に対する審査請求に対し、審査会から開示す
べきとの答申がなければ、予算審議の際に契約者の情報が提供されていない可能性があり、議会
が軽視されていると感じる。また、プロポーザルの結果、交渉権第１位となった業者と実際の契
約の相手方が異なっていることは問題である。

令和4年度一般会計予算　本会議における審議
　３月定例会最終日の本会議において、各委員会における議案第６号令和４年度一般会計予算の審査
結果について、各委員長から報告があった後、議案第６号の修正案が２件提出されました。

世界的な防疫網を構築するため、国際的に重要な会議であるWHO年次総会への台湾のオブザーバー
参加を実現するよう、国に対し意見書を提出するもの。

ロシア軍のウクライナ侵攻について強く抗議する
とともに、ロシア政府に対し、武力行使の即時停
止とウクライナ領土から直ちに全ての軍隊を完全
に撤退させること及び誠実に国際法を遵守し、平
和的に対応することを求めるもの。

理由

【修正案②】　一般会計予算のうち、一般廃棄物処理業務委託料にかかる１億2,306万9千円を減額
する。

▷３月15日の厚生委員会まで、様々な理由をつけて契約業者名を公表しなかった執行部の責任は
重大である。
▷３工区のうち２工区は、プロポーザルの結果、交渉権第１位となった業者が辞退して、交渉権第
２位の業者と契約している。このような契約や辞退の理由に正当性があるのかなど、議会でのさ
らなる議論が必要である。

理由

否決 されました。この修正案２件は、賛成少数で

可決 されました。次に、議案第６号（原案）の採決が行われ、賛成多数で
※議員ごとの賛否は、３ページをご覧ください。

市長提出議案第26号

子どもを権利の主体と考え、保護者、市、市民及び子どもに関係する事業者等が、連携して
子どもを守り育てていく理念を共有し、将来にわたって子どもの権利を保障するため、新た
に条例を制定するものです。

POINT

田川市子どもの権利条例の制定について

厚生委員会

■このまちの宝である子どもが保障される４つの権利

安心して生きる権利
・生命が守られること
・性的違和感について相談でき、
  性自認を認められること など

豊かに育つ権利
・遊ぶことや学ぶこと
・個性が大切にされ、個性をのばすこと など

守られる権利
・あらゆる形態の差別を受けないこと
・万一、あやまちを犯した場合には、
  適切に保護・指導されること など

参加する権利
・自分の気持ちや考えを表すことができ、
  大切に受け止められること
・自分の意見を表すことについて事前に
  十分な情報が提供されること など

市議会の声を 国 へ
３月定例会で、次の議案2件が可決され、
田川市議会から国に対する意見書を提出しました。

陳情第４号が採択されたことを受け、国民の命と健康、暮らしを守るため、医療・介護・福祉の提供
体制の充実、公衆衛生行政の体制拡充及び社会保障の財源確保を図るよう、国に対し意見書を提出す
るもの。

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民の命と健康を守るための意見書について
委員会提出議案第６号（提出者：厚生委員長）

台湾の世界保健機関（WHO）への参加を求める意見書について
議員提出議案第22号（提出者：髙瀬〔北山、香月、陸田、吉岡、佐藤、尾﨑、田守、梶原〕）

議員提出議案第21号
（提出者：髙瀬〔北山、香月、陸田、吉岡、佐藤、
　　　　　　　　　　　尾﨑、田守、梶原〕）

ロシアのウクライナ侵攻に強く抗
議し、即時撤退を求める決議について

PEACE FOR UKRAINE !

議
決
結
果

議
案
審
議

議
案
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

内容：田川市大字糒に建設予定の田川バイオ
マス発電所は、既に造成工事が完了し
ているが、多くの課題等が散見される。
一民間事業者が行うこととして本市が
関与しない姿勢ではなく、市民の環境・
健康・防災・既存農業にかかわる重大
な本市全体の問題として捉えるととも
に、田川市議会において、建設設置に
反対する決議を求めるもの。

陳情第５号
田川バイオマス発電所
建設設置反対に関する陳情

不採択
なお、採決前にこの陳情を採択すべきと
する賛成討論がありました。

広報たがわ
R4. ６月号
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【修正案①】　一般会計予算のうち、国際交流推進事業費にかかる53万９千円と一般廃棄物処理業
務委託料にかかる１億2,306万9千円を減額する。

▷令和５年度から予定されている中学生海外派遣事業は、希望者多数の場合、全員が参加できず不
公平感がある。また、小・中学校で英語教育が行われている中、派遣先が英語圏ではなくドイツ
であることに整合性がない。
▷一般廃棄物処理業務委託の契約業者名の非開示処分に対する審査請求に対し、審査会から開示す
べきとの答申がなければ、予算審議の際に契約者の情報が提供されていない可能性があり、議会
が軽視されていると感じる。また、プロポーザルの結果、交渉権第１位となった業者と実際の契
約の相手方が異なっていることは問題である。

令和4年度一般会計予算　本会議における審議
　３月定例会最終日の本会議において、各委員会における議案第６号令和４年度一般会計予算の審査
結果について、各委員長から報告があった後、議案第６号の修正案が２件提出されました。

世界的な防疫網を構築するため、国際的に重要な会議であるWHO年次総会への台湾のオブザーバー
参加を実現するよう、国に対し意見書を提出するもの。

ロシア軍のウクライナ侵攻について強く抗議する
とともに、ロシア政府に対し、武力行使の即時停
止とウクライナ領土から直ちに全ての軍隊を完全
に撤退させること及び誠実に国際法を遵守し、平
和的に対応することを求めるもの。

理由

【修正案②】　一般会計予算のうち、一般廃棄物処理業務委託料にかかる１億2,306万9千円を減額
する。

▷３月15日の厚生委員会まで、様々な理由をつけて契約業者名を公表しなかった執行部の責任は
重大である。
▷３工区のうち２工区は、プロポーザルの結果、交渉権第１位となった業者が辞退して、交渉権第
２位の業者と契約している。このような契約や辞退の理由に正当性があるのかなど、議会でのさ
らなる議論が必要である。

理由

否決 されました。この修正案２件は、賛成少数で

可決 されました。次に、議案第６号（原案）の採決が行われ、賛成多数で
※議員ごとの賛否は、３ページをご覧ください。

市長提出議案第26号

子どもを権利の主体と考え、保護者、市、市民及び子どもに関係する事業者等が、連携して
子どもを守り育てていく理念を共有し、将来にわたって子どもの権利を保障するため、新た
に条例を制定するものです。

POINT

田川市子どもの権利条例の制定について

厚生委員会

■このまちの宝である子どもが保障される４つの権利

安心して生きる権利
・生命が守られること
・性的違和感について相談でき、
  性自認を認められること など

豊かに育つ権利
・遊ぶことや学ぶこと
・個性が大切にされ、個性をのばすこと など

守られる権利
・あらゆる形態の差別を受けないこと
・万一、あやまちを犯した場合には、
  適切に保護・指導されること など

参加する権利
・自分の気持ちや考えを表すことができ、
  大切に受け止められること
・自分の意見を表すことについて事前に
  十分な情報が提供されること など

市議会の声を 国 へ
３月定例会で、次の議案2件が可決され、
田川市議会から国に対する意見書を提出しました。

陳情第４号が採択されたことを受け、国民の命と健康、暮らしを守るため、医療・介護・福祉の提供
体制の充実、公衆衛生行政の体制拡充及び社会保障の財源確保を図るよう、国に対し意見書を提出す
るもの。

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し、国民の命と健康を守るための意見書について
委員会提出議案第６号（提出者：厚生委員長）

台湾の世界保健機関（WHO）への参加を求める意見書について
議員提出議案第22号（提出者：髙瀬〔北山、香月、陸田、吉岡、佐藤、尾﨑、田守、梶原〕）

議員提出議案第21号
（提出者：髙瀬〔北山、香月、陸田、吉岡、佐藤、
　　　　　　　　　　　尾﨑、田守、梶原〕）

ロシアのウクライナ侵攻に強く抗
議し、即時撤退を求める決議について

PEACE FOR UKRAINE !

議
決
結
果

議
案
審
議

議
案
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

内容：田川市大字糒に建設予定の田川バイオ
マス発電所は、既に造成工事が完了し
ているが、多くの課題等が散見される。
一民間事業者が行うこととして本市が
関与しない姿勢ではなく、市民の環境・
健康・防災・既存農業にかかわる重大
な本市全体の問題として捉えるととも
に、田川市議会において、建設設置に
反対する決議を求めるもの。

陳情第５号
田川バイオマス発電所

建設設置反対に関する陳情

不採択
なお、採決前にこの陳情を採択すべきと
する賛成討論がありました。

広報たがわ
R4. ６月号
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本
市
独
自
の
経
済
対
策
と
し
て
の
支

援
策
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

ま
ず
、
全
業
種
を
対
象
に
10
万
円
、

ま
た
は
20
万
円
を
交
付
す
る
事
業
者

支
援
金
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
令
和

２
・
３
年
度
の
合
計
で
約
２
億
円
が
市
内

事
業
者
で
使
わ
れ
て
い
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム

振
興
券
は
、
こ
の
２
か
年
で
約
５
億
２
千

万
円
分
が
、
そ
し
て
令
和
３
年
度
の
プ
レ

ミ
ア
ム
食
事
券
は
、
約
７
５
０
０
万
円
が

市
内
事
業
者
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
間
接
的
支
援
と
し
て
、
国
及
び
県
の
支

援
金
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
し
、
こ

れ
を
活
用
し
て
事
業
者
が
受
け
取
っ
た
支

援
金
は
、
１
億
５
８
６
８
万
円
に
な
る
。

　
　
今
後
の
本
市
の
支
援
策
を
問
う
。

限
ら
れ
た
財
源
で
、
経
済
対
策
だ
け

で
な
く
、
福
祉
・
教
育
・
医
療
な
ど

各
分
野
を
総
合
的
に
判
断
し
て
予
算
化
す

る
こ
と
に
な
る
。
経
済
対
策
も
重
要
な
施

策
の
一
つ
で
あ
り
、
国
や
県
の
支
援
策
を

注
視
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
を
判
断
し
た
い
。

　
　
高
齢
者
、
障
が
い
者
対
策
を
問
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
意

向
や
介
助
者
の
負
担
軽
減
等
を
考
慮
し
、

既
存
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
在
宅
に

切
り
替
え
る
対
応
等
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
通
所
施
設
で
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ

な
い
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
個
別
に
各
種
相

談
事
業
所
等
を
通
じ
て
、
代
替
サ
ー
ビ
ス

の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

市
政
に
対
す
る
基
本
理
念
に
つ
い
て

本
市
の
公
共
の
福
祉
向
上
を
図
る
た

め
、
様
々
な
施
策
が
令
和
４
年
度
市

政
所
信
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

施
策
を
実
行
す
る
に
は
、
将
来
性
を
持
ち
、

公
平
・
公
正
・
中
立
な
姿
勢
で
臨
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
市
長
は
ど
の
よ
う
な

基
本
理
念
の
下
、
今
後
の
市
政
に
携
わ
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
問
う
。

基
本
理
念
と
し
て
、
田
川
市
を
し
っ

か
り
元
気
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
常
に
市
政
に
臨
み
、
市
民

の
た
め
の
福
祉
の
向
上
や
利
便
性
の
向
上

等
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
田
川
市
政
を
進

め
て
い
る
。

市
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て

市
民
か
ら
様
々
な
意
見
・
要
望
等
が

あ
る
と
思
う
。
以
前
は
ご
意
見
箱
が

あ
っ
た
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
基
本
姿

勢
で
対
応
し
て
い
る
の
か
問
う
。

現
在
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
、

手
紙
や
関
係
部
署
等
へ
の
来
庁
で
、

意
見・要
望
を
受
け
、し
っ
か
り
と
返
答
し
、

解
決
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
施
策
に
つ
い
て

議会のおしらせ No.216 9 議会のおしらせ No.216 8

梶
原
み
つ
子

緑
　友
　会

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

一般質問 一般質問

か
じ
わ
ら

こ

録画映像

録画映像

本
市
の
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
現
状

に
つ
い
て
問
う
。

令
和
３
年
４
月
に
子
ど
も
家
庭
支
援

室
を
設
置
し
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
、
支
援
、
関
係
機
関
と
の
連
携
等
を
強

化
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
の
児
童
虐
待

等
事
例
検
証
委
員
会
か
ら
の
提
言
に
基
づ

き
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
評
価
）
の
手
法
、

関
係
機
関
と
の
連
携
等
の
改
善
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
相
談
員
用
に
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
整
備
し
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
保
護

者
等
と
の
連
携
の
緊
密
化
を
図
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
関
す
る
相
談
の
種
別

と
件
数
を
問
う
。

相
談
の
種
別
と
し
て
、
児
童
虐
待
を

含
む
養
護
相
談
、
保
健
相
談
、
障
が

い
相
談
、
非
行
相
談
、
育
成
相
談
、
そ
の

他
の
相
談
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
令
和
３

年
度
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
は
、
１

月
末
時
点
で
１
３
６
件
で
あ
っ
た
。
件
数

の
増
減
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
速
や

か
な
対
応
に
力
を
注
い
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
児
童
虐
待
な
ど

特
徴
的
な
影
響
が
あ
る
の
か
問
う
。

学
校
や
保
育
所
等
の
休
業
に
よ
り
、

子
ど
も
の
状
況
を
確
認
し
づ
ら
く
な

り
、
虐
待
が
潜
在
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
学
校
等
に
協
力
を
依
頼
し
、

子
ど
も
の
変
化
を
早
期
に
察
知
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
４
年
度
に
実
態
調
査
を
実
施
予

定
で
あ
る
。
事
前
に
教
職
員
や
子
ど

も
家
庭
支
援
室
職
員
を
対
象
に
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
関
す
る
研
修
を
行
い
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
案
作
成
の
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

子
ど
も
の
保
護
者
等
で
構
成
す
る
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て
素
案

を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
の
公
募
）
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
う
ち

18
項
目
を
条
例
案
に
反
映
さ
せ
た
。

条
例
案
の
概
要
と
、
そ
れ
を
活
か
す

た
め
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
問
う
。

条
例
案
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
保
障

す
る
た
め
に
、
保
護
者
、
市
民
等
、

関
係
施
設
、
市
の
役
割
や
責
務
を
明
確
に

し
、子
ど
も
を
支
え
、助
け
る
施
策
の
基
本

と
な
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
条
例
に
実

効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
今
後
行
動
計
画

を
関
連
部
署
と
協
議
し
、
策
定
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
救
済
の
た
め
の
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

子
ど
も
の
権
利
侵
害
に
関
す
る
相
談

・
救
済
機
関
の
設
置
に
向
け
、
先
進

自
治
体
の
状
況
調
査
等
を
行
い
、
本
市
に

合
っ
た
も
の
に
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て

い
く
。

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
施
策
に
つ
い
て 録画映像

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

▼
代
表
質
問

議
員

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き

議
決
結
果

議
案
審
議

議
案
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

陸
田
　孝
則

孔
　志
　会

▼
代
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り
く
た

た
か
の
り

令
和
５
年
度
に
開
校
す
る
新
中
学
校

の
給
食
の
実
施
方
式
を
問
う
。

各
学
校
で
調
理
し
、
提
供
す
る
自
校

方
式
と
し
、
調
理
業
務
は
民
間
委
託

を
予
定
し
て
い
る
。

福
岡
県
市
長
会
は
、
国
に
対
し
て
中

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
要
望
し
て

い
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

年
間
で
約
１
億
７
千
万
円
の
予
算
を

要
す
る
た
め
、
国
か
ら
の
財
源
が
な

い
状
態
で
は
実
施
を
明
言
で
き
な
い
が
、

基
本
的
に
は
無
償
化
に
賛
成
で
あ
り
、
今

後
も
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
国

に
先
駆
け
て
給
食
費
の
無
償
化
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
多
額
の
予
算

が
必
要
で
あ
る
。
取
り
組
む
べ
き
問
題
は

数
多
く
あ
り
、
そ
の
全
て
に
対
応
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
や
り
く
り
し
な
が
ら
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

田
川
西
中
学
校
の
用
地
の
一
部
は
洪

水
浸
水
想
定
地
域
内
で
あ
り
、
市
は

そ
れ
を
承
知
で
建
設
地
を
決
定
し
た
。
安

全
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

運
動
場
が
洪
水
浸
水
想
定
地
域
に
あ

る
が
、
校
舎
の
敷
地
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
子
ど
も
の
安
全

を
最
優
先
に
、
各
校
で
安
全
の
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
災
害

情
報
を
共
有
し
、
必
要
に
応
じ
て
休
校
等

の
対
応
を
と
る
。

ご
み
行
政
に
つ
い
て

一
般
ご
み
収
集
運
搬
業
務
委
託
の
開

始
時
期
と
、
受
注
業
者
名
を
問
う
。

民
間
委
託
は
令
和
４
年
４
月
か
ら
始

ま
る
。
業
者
名
は
、
必
要
に
応
じ
て

４
月
以
降
に
公
表
す
る
が
、
現
時
点
で
は

回
答
を
差
し
控
え
た
い
。

一
般
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
委
託
に

当
た
り
、
下
請
に
つ
い
て
問
う
。

一
般
ご
み
の
収
集
運
搬
等
の
受
託
業

者
が
、
さ
ら
に
別
の
者
に
委
託
す
る

再
委
託
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

下
請
も
再
委
託
も
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
か
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
で
き
な
い
も
の
と
考
え
る
。

今
回
の
業
者
選
定
で
は
、
入
札
で
は

な
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
用
い
ら
れ
た

が
、
公
平
性
、
透
明
性
、
客
観
性
は
ど
の

よ
う
に
担
保
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
、
業
者
選
定
の
方

法
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、

本
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
一
部
沿
っ
て
い

な
い
と
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
実
施
に
当
た

っ
て
公
平
性
等
は
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

新
中
学
校
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の

対
応
策
に
つ
い
て
問
う
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
本
市
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
、①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用

事
務
系
、②
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
接
続
系
、③
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
の
３
層
に
分
け
る
こ

と
で
、
住
民
情
報
等
を
保
護
し
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
脅
威
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
、
国
が
示
す
報
告

緊
急
連
絡
体
制
フ
ロ
ー
を
構
築
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
他
団
体
と
連
携
し
た
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

統
括
責
任
者
を
置
く
な
ど
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
適
切
に
推
進
・

管
理
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
自
治

体
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
を
11
市
町
村

で
共
同
利
用
す
る
こ
と
で
、
高
度
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

行
政
で
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
、Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、

市
民
の
意
見
・
要
望
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
期
待
で
き
る
。
見
解
を
問
う
。

Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
導
入

し
て
な
い
が
、
事
務
の
効
率
化
や
正

確
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、Ｄ
Ｘ
推

進
方
針
等
に
お
い
て
検
討
チ
ー
ム
を
設
け
、

活
用
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
様
々
な
意
見
・
要
望
が
本
市

に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
等
を

参
考
に
取
り
組
み
た
い
。

シ
ス
テ
ム
に
不
正
に
侵
入
し
、
異
常

を
生
じ
さ
せ
、
金
銭
を
要
求
す
る
ラ

ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
市
立
病
院
に

お
け
る
対
策
を
問
う
。

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
外
部
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
の
分
離
、
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
の
導
入
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ス
テ

ル
ス
化
、
デ
ー
タ
の
隔
離
保
存
等
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存

の
現
状
と
、
教
育
現
場
に
お
け
る
そ

の
対
応
等
に
つ
い
て
問
う
。

平
日
に
４
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
す
る
児

童
生
徒
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ネ

ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
に
な
ら
な
い
た
め
の

対
応
策
を
考
え
る
学
習
等
を
行
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
関

連
す
る
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
住
民
一
人
一
人
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
行
政
・
暮
ら
し
の

情
報
発
信
や
、
高
度
通
信
技
術
を
活
用
し

た
遠
隔
指
導
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
に

取
り
組
む
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な

高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
講
座
の
開
催
や

相
談
窓
口
の
設
置
等
を
予
定
し
て
い
る
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
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本
市
独
自
の
経
済
対
策
と
し
て
の
支

援
策
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

ま
ず
、
全
業
種
を
対
象
に
10
万
円
、

ま
た
は
20
万
円
を
交
付
す
る
事
業
者

支
援
金
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
令
和

２
・
３
年
度
の
合
計
で
約
２
億
円
が
市
内

事
業
者
で
使
わ
れ
て
い
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム

振
興
券
は
、
こ
の
２
か
年
で
約
５
億
２
千

万
円
分
が
、
そ
し
て
令
和
３
年
度
の
プ
レ

ミ
ア
ム
食
事
券
は
、
約
７
５
０
０
万
円
が

市
内
事
業
者
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
間
接
的
支
援
と
し
て
、
国
及
び
県
の
支

援
金
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
し
、
こ

れ
を
活
用
し
て
事
業
者
が
受
け
取
っ
た
支

援
金
は
、
１
億
５
８
６
８
万
円
に
な
る
。

　
　
今
後
の
本
市
の
支
援
策
を
問
う
。

限
ら
れ
た
財
源
で
、
経
済
対
策
だ
け

で
な
く
、
福
祉
・
教
育
・
医
療
な
ど

各
分
野
を
総
合
的
に
判
断
し
て
予
算
化
す

る
こ
と
に
な
る
。
経
済
対
策
も
重
要
な
施

策
の
一
つ
で
あ
り
、
国
や
県
の
支
援
策
を

注
視
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
を
判
断
し
た
い
。

　
　
高
齢
者
、
障
が
い
者
対
策
を
問
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
意

向
や
介
助
者
の
負
担
軽
減
等
を
考
慮
し
、

既
存
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
在
宅
に

切
り
替
え
る
対
応
等
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
通
所
施
設
で
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ

な
い
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
個
別
に
各
種
相

談
事
業
所
等
を
通
じ
て
、
代
替
サ
ー
ビ
ス

の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

市
政
に
対
す
る
基
本
理
念
に
つ
い
て

本
市
の
公
共
の
福
祉
向
上
を
図
る
た

め
、
様
々
な
施
策
が
令
和
４
年
度
市

政
所
信
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

施
策
を
実
行
す
る
に
は
、
将
来
性
を
持
ち
、

公
平
・
公
正
・
中
立
な
姿
勢
で
臨
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
市
長
は
ど
の
よ
う
な

基
本
理
念
の
下
、
今
後
の
市
政
に
携
わ
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
問
う
。

基
本
理
念
と
し
て
、
田
川
市
を
し
っ

か
り
元
気
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
常
に
市
政
に
臨
み
、
市
民

の
た
め
の
福
祉
の
向
上
や
利
便
性
の
向
上

等
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
田
川
市
政
を
進

め
て
い
る
。

市
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て

市
民
か
ら
様
々
な
意
見
・
要
望
等
が

あ
る
と
思
う
。
以
前
は
ご
意
見
箱
が

あ
っ
た
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
基
本
姿

勢
で
対
応
し
て
い
る
の
か
問
う
。

現
在
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
、

手
紙
や
関
係
部
署
等
へ
の
来
庁
で
、

意
見・要
望
を
受
け
、し
っ
か
り
と
返
答
し
、

解
決
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
施
策
に
つ
い
て
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本
市
の
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
現
状

に
つ
い
て
問
う
。

令
和
３
年
４
月
に
子
ど
も
家
庭
支
援

室
を
設
置
し
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
、
支
援
、
関
係
機
関
と
の
連
携
等
を
強

化
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
の
児
童
虐
待

等
事
例
検
証
委
員
会
か
ら
の
提
言
に
基
づ

き
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
評
価
）
の
手
法
、

関
係
機
関
と
の
連
携
等
の
改
善
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
相
談
員
用
に
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
整
備
し
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
保
護

者
等
と
の
連
携
の
緊
密
化
を
図
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
関
す
る
相
談
の
種
別

と
件
数
を
問
う
。

相
談
の
種
別
と
し
て
、
児
童
虐
待
を

含
む
養
護
相
談
、
保
健
相
談
、
障
が

い
相
談
、
非
行
相
談
、
育
成
相
談
、
そ
の

他
の
相
談
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
令
和
３

年
度
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
は
、
１

月
末
時
点
で
１
３
６
件
で
あ
っ
た
。
件
数

の
増
減
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
速
や

か
な
対
応
に
力
を
注
い
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
児
童
虐
待
な
ど

特
徴
的
な
影
響
が
あ
る
の
か
問
う
。

学
校
や
保
育
所
等
の
休
業
に
よ
り
、

子
ど
も
の
状
況
を
確
認
し
づ
ら
く
な

り
、
虐
待
が
潜
在
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
学
校
等
に
協
力
を
依
頼
し
、

子
ど
も
の
変
化
を
早
期
に
察
知
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
４
年
度
に
実
態
調
査
を
実
施
予

定
で
あ
る
。
事
前
に
教
職
員
や
子
ど

も
家
庭
支
援
室
職
員
を
対
象
に
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
関
す
る
研
修
を
行
い
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
案
作
成
の
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

子
ど
も
の
保
護
者
等
で
構
成
す
る
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て
素
案

を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
の
公
募
）
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
う
ち

18
項
目
を
条
例
案
に
反
映
さ
せ
た
。

条
例
案
の
概
要
と
、
そ
れ
を
活
か
す

た
め
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
問
う
。

条
例
案
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
保
障

す
る
た
め
に
、
保
護
者
、
市
民
等
、

関
係
施
設
、
市
の
役
割
や
責
務
を
明
確
に

し
、子
ど
も
を
支
え
、助
け
る
施
策
の
基
本

と
な
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
条
例
に
実

効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
今
後
行
動
計
画

を
関
連
部
署
と
協
議
し
、
策
定
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
救
済
の
た
め
の
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

子
ど
も
の
権
利
侵
害
に
関
す
る
相
談

・
救
済
機
関
の
設
置
に
向
け
、
先
進

自
治
体
の
状
況
調
査
等
を
行
い
、
本
市
に

合
っ
た
も
の
に
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て

い
く
。

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
施
策
に
つ
い
て 録画映像
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り
く
た

た
か
の
り

令
和
５
年
度
に
開
校
す
る
新
中
学
校

の
給
食
の
実
施
方
式
を
問
う
。

各
学
校
で
調
理
し
、
提
供
す
る
自
校

方
式
と
し
、
調
理
業
務
は
民
間
委
託

を
予
定
し
て
い
る
。

福
岡
県
市
長
会
は
、
国
に
対
し
て
中

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
要
望
し
て

い
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

年
間
で
約
１
億
７
千
万
円
の
予
算
を

要
す
る
た
め
、
国
か
ら
の
財
源
が
な

い
状
態
で
は
実
施
を
明
言
で
き
な
い
が
、

基
本
的
に
は
無
償
化
に
賛
成
で
あ
り
、
今

後
も
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
国

に
先
駆
け
て
給
食
費
の
無
償
化
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
多
額
の
予
算

が
必
要
で
あ
る
。
取
り
組
む
べ
き
問
題
は

数
多
く
あ
り
、
そ
の
全
て
に
対
応
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
や
り
く
り
し
な
が
ら
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

田
川
西
中
学
校
の
用
地
の
一
部
は
洪

水
浸
水
想
定
地
域
内
で
あ
り
、
市
は

そ
れ
を
承
知
で
建
設
地
を
決
定
し
た
。
安

全
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

運
動
場
が
洪
水
浸
水
想
定
地
域
に
あ

る
が
、
校
舎
の
敷
地
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
子
ど
も
の
安
全

を
最
優
先
に
、
各
校
で
安
全
の
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
災
害

情
報
を
共
有
し
、
必
要
に
応
じ
て
休
校
等

の
対
応
を
と
る
。

ご
み
行
政
に
つ
い
て

一
般
ご
み
収
集
運
搬
業
務
委
託
の
開

始
時
期
と
、
受
注
業
者
名
を
問
う
。

民
間
委
託
は
令
和
４
年
４
月
か
ら
始

ま
る
。
業
者
名
は
、
必
要
に
応
じ
て

４
月
以
降
に
公
表
す
る
が
、
現
時
点
で
は

回
答
を
差
し
控
え
た
い
。

一
般
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
委
託
に

当
た
り
、
下
請
に
つ
い
て
問
う
。

一
般
ご
み
の
収
集
運
搬
等
の
受
託
業

者
が
、
さ
ら
に
別
の
者
に
委
託
す
る

再
委
託
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

下
請
も
再
委
託
も
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
か
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
で
き
な
い
も
の
と
考
え
る
。

今
回
の
業
者
選
定
で
は
、
入
札
で
は

な
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
用
い
ら
れ
た

が
、
公
平
性
、
透
明
性
、
客
観
性
は
ど
の

よ
う
に
担
保
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
、
業
者
選
定
の
方

法
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、

本
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
一
部
沿
っ
て
い

な
い
と
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
実
施
に
当
た

っ
て
公
平
性
等
は
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

新
中
学
校
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の

対
応
策
に
つ
い
て
問
う
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
本
市
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
、①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用

事
務
系
、②
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
接
続
系
、③
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
の
３
層
に
分
け
る
こ

と
で
、
住
民
情
報
等
を
保
護
し
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
脅
威
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
、
国
が
示
す
報
告

緊
急
連
絡
体
制
フ
ロ
ー
を
構
築
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
他
団
体
と
連
携
し
た
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

統
括
責
任
者
を
置
く
な
ど
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
適
切
に
推
進
・

管
理
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
自
治

体
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
を
11
市
町
村

で
共
同
利
用
す
る
こ
と
で
、
高
度
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

行
政
で
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
、Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、

市
民
の
意
見
・
要
望
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
期
待
で
き
る
。
見
解
を
問
う
。

Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
導
入

し
て
な
い
が
、
事
務
の
効
率
化
や
正

確
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、Ｄ
Ｘ
推

進
方
針
等
に
お
い
て
検
討
チ
ー
ム
を
設
け
、

活
用
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
様
々
な
意
見
・
要
望
が
本
市

に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
等
を

参
考
に
取
り
組
み
た
い
。

シ
ス
テ
ム
に
不
正
に
侵
入
し
、
異
常

を
生
じ
さ
せ
、
金
銭
を
要
求
す
る
ラ

ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
市
立
病
院
に

お
け
る
対
策
を
問
う
。

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
外
部
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
の
分
離
、
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
の
導
入
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ス
テ

ル
ス
化
、
デ
ー
タ
の
隔
離
保
存
等
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存

の
現
状
と
、
教
育
現
場
に
お
け
る
そ

の
対
応
等
に
つ
い
て
問
う
。

平
日
に
４
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
す
る
児

童
生
徒
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ネ

ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
に
な
ら
な
い
た
め
の

対
応
策
を
考
え
る
学
習
等
を
行
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
関

連
す
る
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
住
民
一
人
一
人
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
行
政
・
暮
ら
し
の

情
報
発
信
や
、
高
度
通
信
技
術
を
活
用
し

た
遠
隔
指
導
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
に

取
り
組
む
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な

高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
講
座
の
開
催
や

相
談
窓
口
の
設
置
等
を
予
定
し
て
い
る
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

録画映像
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デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
問
う
。

国
・
地
方
に
お
い
て
、
行
政
分
野
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
顕
在
化
し
、

そ
の
基
盤
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
徹
底
的
な
利
活
用
や
普
及
促
進
の
必
要

性
等
の
課
題
が
認
識
さ
れ
た
。
行
政
主
体

で
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
市
役
所
に
行
か

な
く
て
も
自
宅
か
ら
手
続
き
で
き
る
環
境

整
備
な
ど
を
目
指
し
、
全
て
の
方
が
地
域

社
会
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
享
受

で
き
る
よ
う
、
国
の
支
援
策
等
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。

行
政
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
に
よ
り
、
豊
か
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
市
民
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
恩
恵
を
享
受
で
き
る
の
か
問
う
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
子
育

て
・
介
護
な
ど
、
市
民
一
人
一
人
の

状
況
や
必
要
に
応
じ
た
行
政
情
報
を
受
信

で
き
る
ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

つ
い
て
、
点
灯
の
有
無
を
外
部
と
通
信
で

き
る
機
能
を
内
蔵
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
電
球
に
よ

る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
な
ど

が
で
き
る
。
こ
の
取
組
は
、
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
高
齢

者
等
を
対
象
に
ス
マ
ホ
講
座
や
相
談
窓
口

を
開
設
す
る
な
ど
、
苦
手
意
識
が
あ
る
方

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
取
組
を
進
め
た
い
。

田
川
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

本
年
３
月
に
策
定
予
定
の
田
川
市
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
を
問
う
。

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
第
６
次
田

川
市
総
合
計
画
に
掲
げ
て
い
る
「
新

た
な
活
力
を
生
む
農
業
を
つ
く
る
」
の
実

現
に
向
け
て
、
有
識
者
、
関
係
行
政
機
関
、

Ｊ
Ａ
、農
業
委
員
、事
業
者
、市
内
農
業
者
、

市
民
等
で
構
成
さ
れ
た
策
定
委
員
会
を
組

織
し
、
令
和
３
年
８
月
か
ら
５
回
審
議
を

行
っ
た
。
人
と
産
業
、
土
地
、
生
産
物
に

関
す
る
三
つ
の
目
標
と
、
効
果
や
実
現
性

を
考
慮
し
た
八
つ
の
取
組
方
針
、
そ
の
中

か
ら
重
点
取
組
方
針
を
設
定
し
、
素
案
と

し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
素
案
を

基
に
本
年
３
月
に
策
定
す
る
。

今
回
の
素
案
は
大
変
す
ば
ら
し
い
内

容
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
令
和
４
年

度
当
初
予
算
に
は
反
映
さ
れ
て
な
い
が
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
要
す
る
予
算
の
確
保

は
ど
う
す
る
の
か
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

本
市
が
行
う
べ
き
と
こ
ろ
は
、
し
っ

か
り
と
予
算
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。
一
朝
一
夕
に
は
い

か
な
い
が
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
ス
マ
ー
ト

農
業
で
あ
り
、
意
欲
が
あ
れ
ば
誰
で
も
参

入
で
き
、
生
活
が
で
き
る
産
業
に
創
り
上

げ
る
よ
う
、
今
後
し
っ
か
り
と
予
算
編
成

も
含
め
進
め
て
い
き
た
い
。

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
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全
国
的
に
ニ
セ
電
話
詐
欺
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
よ
く
新
聞
・
テ
レ
ビ
等

で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
８
月
頃
、
本
市
で
は
、
防
災
行
政

無
線
を
使
っ
て
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
へ
の
注

意
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

大
変
よ
い
取
組
で
あ
る
と
思
う
。
市
民
が

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
あ
う
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
今
後
も
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
、

定
期
的
に
注
意
喚
起
の
放
送
を
し
て
ほ
し

い
。
見
解
を
問
う
。

近
年
、
悪
質
な
特
殊
詐
欺
は
、
社
会

的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
殊
詐
欺
と
は
、
被
害
者
に
電
話
を
か

け
る
な
ど
し
て
、
対
面
す
る
こ
と
な
く
信

頼
さ
せ
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
へ
の
振

り
込
み
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
不
特

定
多
数
の
方
か
ら
現
金
を
だ
ま
し
取
る
犯

罪
の
総
称
で
あ
り
、
市
民
か
ら
は
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
詐
欺
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
本
市
で
は
、
過
去
に
も
防
災

行
政
無
線
等
で
市
民
に
注
意
喚
起
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
悪
質
な
詐
欺

の
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
。
市
民
を
詐
欺

の
被
害
か
ら
守
り
、
安
心
し
て
生
活
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
啓
発
活
動
を
今
以
上

に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
防
災
行
政
無

線
に
よ
る
定
期
的
な
注
意
喚
起
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い
。

無
免
許
運
転
に
つ
い
て

元
東
京
都
議
の
無
免
許
運
転
事
件
を

受
け
、
大
川
市
は
全
職
員
を
対
象
に

運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
の
確
認
調
査
を

実
施
。
そ
の
結
果
、
１
名
の
職
員
が
運
転

免
許
が
失
効
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

公
用
車
や
自
家
用
車
の
無
免
許
運
転
を
続

け
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
大
川
市
は
、

全
職
員
の
運
転
免
許
の
有
効
期
限
を
登
録

し
、
同
様
の
ミ
ス
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を

始
め
た
。
本
市
に
お
い
て
、
同
様
の
事
案

は
な
い
の
か
問
う
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
運
転
免
許
の
更

新
時
期
を
失
念
し
、
運
転
免
許
が
失

効
す
る「
う
っ
か
り
失
効
」の
発
生
件
数
は
、

毎
年
20
万
件
を
超
え
る
と
発
表
さ
れ
て
い

る
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
職
員
の
無
免
許

運
転
の
事
例
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
万

が
一
、
発
生
し
た
場
合
は
、
市
民
の
市
政

に
対
す
る
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
大
多

数
の
職
員
が
公
用
車
を
運
転
す
る
機
会
が

あ
る
こ
と
や
、
通
勤
で
自
家
用
車
を
運
転

し
て
い
る
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
職
員
の

無
免
許
運
転
に
よ
る
不
祥
事
を
未
然
に
防

止
す
る
観
点
か
ら
も
、
他
市
の
事
例
を
参

考
に
、
職
員
の
運
転
免
許
を
確
認
す
る
仕

組
み
を
整
備
し
た
い
。

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
つ
い
て

録画映像
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た
か
せ

ふ

じ

お

ほ
と
ん
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
本

人
や
家
族
が
市
役
所
に
申
請
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
が
、
高
齢
者
の
中
に
は
、

ど
の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
ど

こ
に
申
請
す
れ
ば
よ
い
の
か
知
ら
な
い
人

も
多
い
。
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
、

市
役
所
は
申
請
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
積

極
的
に
高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
生
活

状
況
な
ど
を
把
握
し
た
上
で
、
状
況
に
応

じ
た
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
申
請
す

る
よ
う
に
働
き
か
け
、
適
切
な
支
援
に
つ

な
げ
る
必
要
が
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
、

全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
訪
問
事
業

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

本
市
で
は
、
現
在
二
つ
の
訪
問
調
査

事
業
を
実
施
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

寝
た
き
り
高
齢
者
・
障
が
い
者
調
査
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
該
当
者
訪
問
事
業
が
あ
る
。

　
今
後
も
、
訪
問
調
査
事
業
の
推
進
を
図

り
、
潜
在
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
適
切

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

２
０
２
５
年
に
、
田
川
市
で
は
、
認

知
症
の
人
が
２
８
６
８
人
、
軽
度
認

知
障
が
い
の
人
が
２
４
８
６
人
、
合
わ
せ

て
５
３
５
４
人
で
、
市
民
の
10
人
に
１
人

以
上
が
認
知
症
や
軽
度
認
知
障
が
い
に
な

る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
認
知
症
に
な
っ

て
も
尊
厳
を
持
っ
て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
が
急
務
と
言
え
る
。
認

知
症
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

認
知
症
施
策
と
し
て
、①「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」、②
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
に
生
活
面
で
の
支
援
等
を

行
う
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」、③
家
族
の
相

談
等
に
よ
り
、
医
療
・
介
護
の
専
門
職
が

訪
問
し
、
自
主
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行

う
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」、④

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
等
が
気
軽
に
参

加
で
き
、
情
報
共
有
等
が
で
き
る
「
認
知

症
カ
フ
ェ
」、⑤
利
用
で
き
る
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た
「
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
」
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
強
化
・
充

実
に
よ
り
、
認
知
症
施
策
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
り
た
い
。

高
齢
者
の
孤
独
死
や
児
童
虐
待
な
ど

が
社
会
問
題
化
す
る
中
で
、
民
生
委

員
は
、
市
民
と
福
祉
行
政
と
の
つ
な
ぎ
役

と
し
て
、
そ
の
役
割
が
さ
ら
に
重
要
性
を

増
し
て
い
る
。
な
り
手
不
足
へ
の
対
応
や

民
生
委
員
の
活
動
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

民
生
委
員
の
存
在
は
、
地
域
福
祉
の

要
で
あ
る
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
区
長
会
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
問
題
解
決

に
努
め
る
と
と
も
に
、
民
生
委
員
活
動
に

関
す
る
市
民
周
知
を
行
う
な
ど
し
て
、
民

生
委
員
の
確
保
に
努
め
た
い
。

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

▼
個
人
質
問

議
員

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

南
国
殖
産
㈱
出
資
の
田
川
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
が
、
糒
地
区
で
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
工
事
を
進

め
て
い
る
。
本
市
が
関
係
法
令
に
基
づ
く

基
本
計
画
を
策
定
し
た
、
２
０
２
１
年
８

月
以
降
の
手
続
き
に
つ
い
て
問
う
。

次
は
、
施
設
整
備
計
画
の
認
定
手
続

き
に
な
る
が
、
本
年
３
月
９
日
時
点

に
お
い
て
、
事
業
者
か
ら
の
申
請
は
な
い
。

２
０
１
９
年
２
月
に
本
市
と
南
国
殖

産
㈱
が
締
結
し
た
協
定
書
に
つ
い
て
、

本
市
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
問
う
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
公
害
防
止
に
よ
り
周

辺
の
良
好
な
環
境
を
守
れ
る
こ
と
、

地
元
業
者
の
採
用
と
地
元
住
民
の
雇
用
を

図
る
こ
と
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な

ど
が
あ
る
。デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
考
え
る
。

近
隣
住
民
の
一
部
か
ら
、
住
民
説
明

会
の
開
催
は
着
工
後
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
地
域
住
民
と
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

に
十
分
配
慮
し
て
事
業
を
実
施
す
る
よ
う

努
め
る
と
い
う
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
進
め
方
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
協
定
書
に
は
、

「
事
業
者
は
発
電
所
建
設
に
関
し
て
、
地

元
か
ら
苦
情
等
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
に

配
慮
し
、
万
一
苦
情
等
が
発
生
し
た
場
合

は
、
誠
意
を
も
っ
て
速
や
か
に
こ
の
解
決

に
努
め
る
」と
規
定
さ
れ
て
い
る
。市
長
は
、

発
電
所
設
置
に
異
を
唱
え
る
住
民
と
面
談

し
、
誠
意
を
も
っ
て
住
民
合
意
が
図
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
元
の
色
々
な
懸
念
事
項
に
丁
寧
な

説
明
を
す
る
よ
う
、
す
で
に
事
業
者

に
伝
え
て
い
る
。
住
民
の
代
表
者
の
話
を

聞
く
こ
と
は
、
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、

事
業
者
に
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
求
め

る
こ
と
し
か
言
え
な
い
。

市
営
住
宅
の
建
替
え

日
吉
町
等
４
団
地
の
市
営
住
宅
建
替

え
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定
を
問
う
。

住
棟
や
附
属
施
設
の
配
置
に
関
す
る

基
本
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
４

〜
５
月
に
住
宅
政
策
審
議
会
に
報
告
し
意

見
を
求
め
る
。
ま
た
、
住
棟
の
設
計
や
事

業
用
地
の
造
成
等
を
実
施
し
、
来
年
度
に

住
棟
の
建
設
工
事
に
着
手
。
令
和
６
年
度

末
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
る
。
80
〜
１
０

０
戸
程
度
の
住
棟
と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
の
平
屋
住
宅
を
整
備
す
る
予
定
。

移
転
で
想
定
さ
れ
る
課
題
等
を
協
議

す
る
た
め
、
入
居
予
定
者
と
行
政
で

構
成
さ
れ
る
建
設
委
員
会
に
つ
い
て
問
う
。

本
年
４
月
に
１
回
目
を
開
催
予
定
。

団
地
の
名
称
、
新
団
地
の
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
要
望
及
び
自
治
組
織
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
住
民
の
意
見
・
要
望
を

聞
き
な
が
ら
住
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
設
置
に
つ
い
て

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

▼
個
人
質
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さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち
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デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
問
う
。

国
・
地
方
に
お
い
て
、
行
政
分
野
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
顕
在
化
し
、

そ
の
基
盤
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
徹
底
的
な
利
活
用
や
普
及
促
進
の
必
要

性
等
の
課
題
が
認
識
さ
れ
た
。
行
政
主
体

で
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
市
役
所
に
行
か

な
く
て
も
自
宅
か
ら
手
続
き
で
き
る
環
境

整
備
な
ど
を
目
指
し
、
全
て
の
方
が
地
域

社
会
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
享
受

で
き
る
よ
う
、
国
の
支
援
策
等
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。

行
政
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
に
よ
り
、
豊
か
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
市
民
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
恩
恵
を
享
受
で
き
る
の
か
問
う
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
子
育

て
・
介
護
な
ど
、
市
民
一
人
一
人
の

状
況
や
必
要
に
応
じ
た
行
政
情
報
を
受
信

で
き
る
ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

つ
い
て
、
点
灯
の
有
無
を
外
部
と
通
信
で

き
る
機
能
を
内
蔵
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
電
球
に
よ

る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
な
ど

が
で
き
る
。
こ
の
取
組
は
、
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
高
齢

者
等
を
対
象
に
ス
マ
ホ
講
座
や
相
談
窓
口

を
開
設
す
る
な
ど
、
苦
手
意
識
が
あ
る
方

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
取
組
を
進
め
た
い
。

田
川
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

本
年
３
月
に
策
定
予
定
の
田
川
市
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
を
問
う
。

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
第
６
次
田

川
市
総
合
計
画
に
掲
げ
て
い
る
「
新

た
な
活
力
を
生
む
農
業
を
つ
く
る
」
の
実

現
に
向
け
て
、
有
識
者
、
関
係
行
政
機
関
、

Ｊ
Ａ
、農
業
委
員
、事
業
者
、市
内
農
業
者
、

市
民
等
で
構
成
さ
れ
た
策
定
委
員
会
を
組

織
し
、
令
和
３
年
８
月
か
ら
５
回
審
議
を

行
っ
た
。
人
と
産
業
、
土
地
、
生
産
物
に

関
す
る
三
つ
の
目
標
と
、
効
果
や
実
現
性

を
考
慮
し
た
八
つ
の
取
組
方
針
、
そ
の
中

か
ら
重
点
取
組
方
針
を
設
定
し
、
素
案
と

し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
素
案
を

基
に
本
年
３
月
に
策
定
す
る
。

今
回
の
素
案
は
大
変
す
ば
ら
し
い
内

容
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
令
和
４
年

度
当
初
予
算
に
は
反
映
さ
れ
て
な
い
が
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
要
す
る
予
算
の
確
保

は
ど
う
す
る
の
か
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

本
市
が
行
う
べ
き
と
こ
ろ
は
、
し
っ

か
り
と
予
算
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。
一
朝
一
夕
に
は
い

か
な
い
が
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
ス
マ
ー
ト

農
業
で
あ
り
、
意
欲
が
あ
れ
ば
誰
で
も
参

入
で
き
、
生
活
が
で
き
る
産
業
に
創
り
上

げ
る
よ
う
、
今
後
し
っ
か
り
と
予
算
編
成

も
含
め
進
め
て
い
き
た
い
。

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
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全
国
的
に
ニ
セ
電
話
詐
欺
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
よ
く
新
聞
・
テ
レ
ビ
等

で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
８
月
頃
、
本
市
で
は
、
防
災
行
政

無
線
を
使
っ
て
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
へ
の
注

意
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

大
変
よ
い
取
組
で
あ
る
と
思
う
。
市
民
が

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
あ
う
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
今
後
も
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
、

定
期
的
に
注
意
喚
起
の
放
送
を
し
て
ほ
し

い
。
見
解
を
問
う
。

近
年
、
悪
質
な
特
殊
詐
欺
は
、
社
会

的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
殊
詐
欺
と
は
、
被
害
者
に
電
話
を
か

け
る
な
ど
し
て
、
対
面
す
る
こ
と
な
く
信

頼
さ
せ
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
へ
の
振

り
込
み
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
不
特

定
多
数
の
方
か
ら
現
金
を
だ
ま
し
取
る
犯

罪
の
総
称
で
あ
り
、
市
民
か
ら
は
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
詐
欺
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
本
市
で
は
、
過
去
に
も
防
災

行
政
無
線
等
で
市
民
に
注
意
喚
起
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
悪
質
な
詐
欺

の
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
。
市
民
を
詐
欺

の
被
害
か
ら
守
り
、
安
心
し
て
生
活
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
啓
発
活
動
を
今
以
上

に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
防
災
行
政
無

線
に
よ
る
定
期
的
な
注
意
喚
起
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い
。

無
免
許
運
転
に
つ
い
て

元
東
京
都
議
の
無
免
許
運
転
事
件
を

受
け
、
大
川
市
は
全
職
員
を
対
象
に

運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
の
確
認
調
査
を

実
施
。
そ
の
結
果
、
１
名
の
職
員
が
運
転

免
許
が
失
効
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

公
用
車
や
自
家
用
車
の
無
免
許
運
転
を
続

け
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
大
川
市
は
、

全
職
員
の
運
転
免
許
の
有
効
期
限
を
登
録

し
、
同
様
の
ミ
ス
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を

始
め
た
。
本
市
に
お
い
て
、
同
様
の
事
案

は
な
い
の
か
問
う
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
運
転
免
許
の
更

新
時
期
を
失
念
し
、
運
転
免
許
が
失

効
す
る「
う
っ
か
り
失
効
」の
発
生
件
数
は
、

毎
年
20
万
件
を
超
え
る
と
発
表
さ
れ
て
い

る
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
職
員
の
無
免
許

運
転
の
事
例
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
万

が
一
、
発
生
し
た
場
合
は
、
市
民
の
市
政

に
対
す
る
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
大
多

数
の
職
員
が
公
用
車
を
運
転
す
る
機
会
が

あ
る
こ
と
や
、
通
勤
で
自
家
用
車
を
運
転

し
て
い
る
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
職
員
の

無
免
許
運
転
に
よ
る
不
祥
事
を
未
然
に
防

止
す
る
観
点
か
ら
も
、
他
市
の
事
例
を
参

考
に
、
職
員
の
運
転
免
許
を
確
認
す
る
仕

組
み
を
整
備
し
た
い
。

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
つ
い
て

録画映像

髙
瀬
冨
士
夫

令
和
ク
ラ
ブ

▼
代
表
質
問

議
員

た
か
せ

ふ

じ

お

ほ
と
ん
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
本

人
や
家
族
が
市
役
所
に
申
請
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
が
、
高
齢
者
の
中
に
は
、

ど
の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
ど

こ
に
申
請
す
れ
ば
よ
い
の
か
知
ら
な
い
人

も
多
い
。
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
、

市
役
所
は
申
請
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
積

極
的
に
高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
生
活

状
況
な
ど
を
把
握
し
た
上
で
、
状
況
に
応

じ
た
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
申
請
す

る
よ
う
に
働
き
か
け
、
適
切
な
支
援
に
つ

な
げ
る
必
要
が
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
、

全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
訪
問
事
業

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

本
市
で
は
、
現
在
二
つ
の
訪
問
調
査

事
業
を
実
施
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

寝
た
き
り
高
齢
者
・
障
が
い
者
調
査
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
該
当
者
訪
問
事
業
が
あ
る
。

　
今
後
も
、
訪
問
調
査
事
業
の
推
進
を
図

り
、
潜
在
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
適
切

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

２
０
２
５
年
に
、
田
川
市
で
は
、
認

知
症
の
人
が
２
８
６
８
人
、
軽
度
認

知
障
が
い
の
人
が
２
４
８
６
人
、
合
わ
せ

て
５
３
５
４
人
で
、
市
民
の
10
人
に
１
人

以
上
が
認
知
症
や
軽
度
認
知
障
が
い
に
な

る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
認
知
症
に
な
っ

て
も
尊
厳
を
持
っ
て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
が
急
務
と
言
え
る
。
認

知
症
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

認
知
症
施
策
と
し
て
、①「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」、②
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
に
生
活
面
で
の
支
援
等
を

行
う
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」、③
家
族
の
相

談
等
に
よ
り
、
医
療
・
介
護
の
専
門
職
が

訪
問
し
、
自
主
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行

う
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」、④

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
等
が
気
軽
に
参

加
で
き
、
情
報
共
有
等
が
で
き
る
「
認
知

症
カ
フ
ェ
」、⑤
利
用
で
き
る
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た
「
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
」
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
強
化
・
充

実
に
よ
り
、
認
知
症
施
策
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
り
た
い
。

高
齢
者
の
孤
独
死
や
児
童
虐
待
な
ど

が
社
会
問
題
化
す
る
中
で
、
民
生
委

員
は
、
市
民
と
福
祉
行
政
と
の
つ
な
ぎ
役

と
し
て
、
そ
の
役
割
が
さ
ら
に
重
要
性
を

増
し
て
い
る
。
な
り
手
不
足
へ
の
対
応
や

民
生
委
員
の
活
動
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

民
生
委
員
の
存
在
は
、
地
域
福
祉
の

要
で
あ
る
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
区
長
会
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
問
題
解
決

に
努
め
る
と
と
も
に
、
民
生
委
員
活
動
に

関
す
る
市
民
周
知
を
行
う
な
ど
し
て
、
民

生
委
員
の
確
保
に
努
め
た
い
。

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

▼
個
人
質
問

議
員

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

南
国
殖
産
㈱
出
資
の
田
川
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
が
、
糒
地
区
で
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
工
事
を
進

め
て
い
る
。
本
市
が
関
係
法
令
に
基
づ
く

基
本
計
画
を
策
定
し
た
、
２
０
２
１
年
８

月
以
降
の
手
続
き
に
つ
い
て
問
う
。

次
は
、
施
設
整
備
計
画
の
認
定
手
続

き
に
な
る
が
、
本
年
３
月
９
日
時
点

に
お
い
て
、
事
業
者
か
ら
の
申
請
は
な
い
。

２
０
１
９
年
２
月
に
本
市
と
南
国
殖

産
㈱
が
締
結
し
た
協
定
書
に
つ
い
て
、

本
市
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
問
う
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
公
害
防
止
に
よ
り
周

辺
の
良
好
な
環
境
を
守
れ
る
こ
と
、

地
元
業
者
の
採
用
と
地
元
住
民
の
雇
用
を

図
る
こ
と
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な

ど
が
あ
る
。デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
考
え
る
。

近
隣
住
民
の
一
部
か
ら
、
住
民
説
明

会
の
開
催
は
着
工
後
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
地
域
住
民
と
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

に
十
分
配
慮
し
て
事
業
を
実
施
す
る
よ
う

努
め
る
と
い
う
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
進
め
方
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
協
定
書
に
は
、

「
事
業
者
は
発
電
所
建
設
に
関
し
て
、
地

元
か
ら
苦
情
等
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
に

配
慮
し
、
万
一
苦
情
等
が
発
生
し
た
場
合

は
、
誠
意
を
も
っ
て
速
や
か
に
こ
の
解
決

に
努
め
る
」と
規
定
さ
れ
て
い
る
。市
長
は
、

発
電
所
設
置
に
異
を
唱
え
る
住
民
と
面
談

し
、
誠
意
を
も
っ
て
住
民
合
意
が
図
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
元
の
色
々
な
懸
念
事
項
に
丁
寧
な

説
明
を
す
る
よ
う
、
す
で
に
事
業
者

に
伝
え
て
い
る
。
住
民
の
代
表
者
の
話
を

聞
く
こ
と
は
、
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、

事
業
者
に
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
求
め

る
こ
と
し
か
言
え
な
い
。

市
営
住
宅
の
建
替
え

日
吉
町
等
４
団
地
の
市
営
住
宅
建
替

え
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定
を
問
う
。

住
棟
や
附
属
施
設
の
配
置
に
関
す
る

基
本
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
４

〜
５
月
に
住
宅
政
策
審
議
会
に
報
告
し
意

見
を
求
め
る
。
ま
た
、
住
棟
の
設
計
や
事

業
用
地
の
造
成
等
を
実
施
し
、
来
年
度
に

住
棟
の
建
設
工
事
に
着
手
。
令
和
６
年
度

末
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
る
。
80
〜
１
０

０
戸
程
度
の
住
棟
と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
の
平
屋
住
宅
を
整
備
す
る
予
定
。

移
転
で
想
定
さ
れ
る
課
題
等
を
協
議

す
る
た
め
、
入
居
予
定
者
と
行
政
で

構
成
さ
れ
る
建
設
委
員
会
に
つ
い
て
問
う
。

本
年
４
月
に
１
回
目
を
開
催
予
定
。

団
地
の
名
称
、
新
団
地
の
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
要
望
及
び
自
治
組
織
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
住
民
の
意
見
・
要
望
を

聞
き
な
が
ら
住
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
設
置
に
つ
い
て

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

▼
個
人
質
問

議
員

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち
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■問い合わせ ： 田川市議会事務局 ／〒825-8501 福岡県田川市中央町１番１号／ TEL0947（85）7170 ／ FAX0947（44）2043

３月定例会を開催
29日間で32議案を審議
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　議会で議案を審議する際には、その資料として、たくさんの紙文書が配付されます。
　その膨大な紙文書を電子データ化し、タブレット端末などを使うことによって、紙の使用量を減
らすとともに、見たい資料を簡単に探して、いつでも見ることができるようになり、効率的な審議
に役立つことが期待されます。
　田川市議会では、議会資料のペーパーレス化が、予算の削減や事務負担の軽減にもつながると考
え、今後も議論を重ね、効率的でより良い議会運営を目指していきます。

議会資料の
ペーパーレス化を
検討中!

たくさんある資料が… タブレット端末 1台で！

(※導入後の活用イメージ )

田川市ホームページから田川市議会のホームページへ
左側の中ほどから

◀操作は簡単
インターネット上で「田川市議会」
と検索したり、下の二次元コード
を読み込んだりすることで、簡単
に見ることができます。
市議会ホームページでは、議会日
程、会議録、議会広報紙、議会イ
ンターネット中継などの情報を掲
載しています。
田川市議会 検索

▶生中継と録画中継
本会議・委員会の開催時に、生中継
を見ることができます。また、録
画中継は、原則としてその日のう
ちに、視聴できるようにしていま
す。ぜひ、ご覧ください。
議会インターネット中継
田川市 検索
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